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「日本海洋学会吉田賞」は、海洋湧昇に関連する諸現象についての優れた研究業績を表彰す

ることを目的とした賞であり、日本海洋学会としては、学会賞、岡田賞、日高論文賞、宇田賞、奨

励論文賞、環境科学賞に続く 7番目の賞となります。 

 この賞は、山形俊男名誉会員から日本海洋学会へのご提案とご寄附をもとに設けられるもので

す。山形名誉会員は 2021年 6月 17日に「短期気候変動現象の物理機構の解明とその予測に関

する先駆的研究」によって第 62回藤原賞（公益財団法人 藤原科学財団）を受賞されました。この

賞の副賞 1,000 万円について、山形名誉会員から日本海洋学会に寄附のお申し出をいただき、

使途については「何らかの形で湧昇に関係する仕事を展開された方に一層頑張っていただくよう

な賞を設け、その原資としてはどうか」とのご提案と、「（山形名誉会員の）研究はその多くが恩師

の（故）吉田耕造東京大学教授の先駆的な海洋湧昇の研究に深く関係」していることから、「まこと

に勝手ですが、賞の名称は吉田賞が良いと思っております」とのお考えも併せてうかがいました。

寄附金の受け入れならびに山形名誉会員のご提案にできるだけ沿う形での賞を新設することに

ついて、2021 年度秋季評議員会（2021 年 9 月 6 日）において承認をいただきました。その後直ち

に寄附をいただき、全額を「山形基金」として別に管理し、新賞に関連した支出のみを行うこととし

ました。 

 幹事会では、山形名誉会員からのご提案を踏まえた新賞の具体化に向けて審議を重ねてまい

りました。その結果、別添のような会則改定案と細則の新設案をまとめました。会則では、賞の目

的を「海洋湧昇に関連する諸現象についての優れた研究業績の表彰のため」としてあります。こ

れは、物理的な諸現象だけでなく、化学的、生物学的な諸現象や、これらの諸現象が生物や生態

系におよぼす影響なども含めて、湧昇に関連するできるだけ広い分野の研究を表彰対象とするた

めです。また、表彰は会員に限定せずに、国内外の全ての研究者を対象とします。このような国

際的な賞を設けることによって、広く海外の研究を含めて、またこれまで日本海洋学会において主

な研究対象となっていなかった分野も含めて、日本海洋学会において表彰するという趣旨です。 

 細則では、年に 1 件以内を表彰することと、受賞者が授賞式ならびに学会大会に出席する費用

相当額の賞金を贈呈することとし、一律の賞金を出すこととはしておりません。また、既存のいず

れの賞とも趣旨が大きく異なるため、吉田賞のための選考委員会を新たに設けます。なお、本学

会における賞の選考委員は、毎年約半数ずつを評議員会によって改選する形をとっておりますが、

環境科学賞を新設した際と同様に、初年度の選考委員については 2年任期および 1年任期の委

員候補者を幹事会から推薦して、評議員会で選出いただきたいと考えます。 

 会員の皆様におかれましては、吉田賞の制定趣旨にご理解をいただき、賞を通じて本学会のみ

ならず広く学界の活性化につながるよう、ご協力をお願い申し上げます。 

  




